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要 約
アジア大都市における定住環境形成を計画的な視点から捉えると「混住」がキーワードになる。
大都市それぞれの地域的特性は従来の「西欧型」理論では包含できない。世界的に都市化が急速に
進んでいるが、その中に埋め込まれた市街地内部での混住（職住近接、民族住み分け、用途混合）
型空間の構成は固有の様相を呈している。20世紀に誕生したゾーニング手法を適用する一方で、適
切な用途の混在も同時的に包含する動的な対応が必要である。いわゆる近代化による効率的、画一
的な計画手法を超えた、地域の特性、資源に依拠した構想が求められている。本稿ではこうした混
住型地区形成について東京都練馬区での事例をもとに考察する。
